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意識すれば


防げた事案

















意識しても


防げなかった事案



























































当面、


①状況調査


②べからず集作成


並行して行う。





潜在的な流出原因








【府政情報室】


再度の事例分析








効果測定　・e-ラーニングの受講職員の範囲、回数


・べからず集の実践度、理解度








想定外の理由により


流出した場合

















さらなる


アブリ出しが


必要

















処方箋を検討し、適正管理ポイントの


修正・提示








しかし


適正管理ポイントに記載が無く、


意識すれば防げる事案、又は


意識しても防げなかった事案


が未だ潜在的に存在している。





各グループ長に気づかせる状況調査の実施





＜調査内容＞


情報のライフサイクル（入手→供覧→保管→利用→保存→廃棄）各段階における情報の量、管理形態及びその責任者


＜目的＞


　具体的な課題の抽出





べからず集の作成・配布





＜内容＞職員向けに分かりやすい全庁統一の禁止事項集を関係課協力のもと、作成・配布





＜現状＞IT課・庁舎課・情公課が、各所管の範囲内で個別に職員に向けて留意事項を作成


　（例）修正した「個人情報保護適正管理のポイント」、「職員端末機等の適正利用について」、


「庁舎施設利用上の危機管理について」など





＜目的＞各所管における留意事項を統一的に取りまとめ、個人情報の適正な管理を行う。





各職員に繰り返し気づかせる職員教育の実施





＜依頼内容＞ヒューマンエラー防止のため、べからず集の内容についての職員教育と自己点検の実施を依頼





＜教材＞職員が心理的負担増とならずに、分かりやすいe-ラーニングソフトとして開発・提供





【各所属】各グループ長が各職員へ受講確認及び自己点検実施

















べからず集記載事項の


違反により流出した場合





【府政情報室】


悪質な職員の所属・氏名を


部長会議へ報告


（場合により公表）





過去の


流出


事案


分析





H21.8.24am1000








過去の流出事案分析により判明した原因








新たな流出


事案の発生








